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図書館・郷土資料館だより
図　書　館　問・申　☎ （61）3002　休館日　２/２・５・９・16・24
郷土資料館　問・申　☎ （61）4700　休館日　２/２・９・16・24

図書館情報 郷土資料館情報
企画展「山本丘人と大磯」を開催します
　詳しくは３ページの特集記事をご覧ください。
▶ところ　郷土資料館　企画展示室
▶観覧料　大人500円・中高生200円

ミニ企画展「貝」
　大磯町の南側は海に面しており、海岸を歩くと様々
な貝に出会えます。砂浜と岩場とでは異なる貝が生息
しており、照ヶ崎海岸の岩礁を中心に砂浜が広がる大
磯町は、まさに貝の宝庫と言えます。今回のミニ企画
展では貝はどのような体のつくりをしているのか、ま
た、生息場所のちがいによってどんな貝がいるのかな
どの疑問にお答えします。あわせて色とりどりのウミ
ウシの仲間の写真や普段はあまり目にすることのない
相模湾の深い海域に生息する貝も展示します。
　資料館で身近な貝のことをもっと掘り下げて学んで
みませんか。
▶とき　2月5日（木）～6月30日（火）
▶ところ　郷土資料館　廻廊
▶観覧料　無料

第４回絵本作家水野はるみ原画展「保育絵
本とユーモアイラストレーションの世界」
　キンダーブックやチャイ
ルドブックなど幼稚園保育
園に直販される月刊雑誌や
月刊絵本の原画と、読売国
際漫画大賞の入賞作品及び
ひとコマのユーモア溢れる
イラストレーションを展示
します。子どもから大人ま
で楽しめる原画展です。
▶とき　２月17日（火）～３月８日（日）
▶ところ　図書館本館２階展示コーナー

令和７年度教養講座『グリム童話の魅力 
～白雪姫はなぐられて生き返った～』
　グリム童話、昔話の国際比較を専門とする間宮史子
氏を講師に迎え、グリム童話の魅力に触れる講座です。
▶�内容　①グリム童話とはなにか②グリム童話「白雪
姫」のテキスト変遷について（全2回）
▶�とき　①２月21日（土）②２月28日（土）いずれも14時
～15時30分
▶ところ　図書館本館２階大会議室
▶�講師　間宮史子氏（白百合女子大学人間総合学部教授。
著書に『白雪姫はなぐられて生き返った―グリム童話 
初版と第二版の比較―』（小澤昔ばなし研究所）等。）
▶定員　25人（先着順）
▶申込み　２月３日（火）～、カウンター・電話で受付

蔵書展『復刻版・赤い鳥』〜大正期の児童文学運動〜
　児童雑誌『赤い鳥』の復刻版・関連図書を紹介します。
▶とき　２月６日（金）〜15日（日）
▶ところ　図書館本館２階展示コーナー

昔ばなしをあじわう会
▶とき　２月15日（日）10時〜１２時
▶ところ　図書館本館２階大会議室
▶語り手　東京７期昔ばなし大学　再話研究会にじいろ
▶定員　40人（当日先着順）

12月14日開催　第24回　大磯図書館まつり報告
　４４２人の来場者があり、いそちゃん募金は35,329円
のご協力がありました。大磯図書館まつり実行委員会
では、この募金で児童書を購入し図書館に寄贈する予
定です。ありがとうございました。
　また、当日は図書館ボランティアの皆さんに大磯町
教育委員会教育長から感謝状が贈呈されました。
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